
海業推進事業

 具体的使途（経費内訳）

交付対象事業 経費内訳、交付金充当額

１ かながわ海業モデル創出事業
20,000千円

・モデル事業実施地域選定委員会（委員謝金、会場使用料等） 55千円
モデル事業の実施する委託先（共同体）を公募・選定する経費。モデル地域は、社会的条件等により３タイプに分け、

それぞれ１箇所、計３箇所選定する。

・モデル事業の実施（委託料） 19,500千円
モデル事業の実施を共同体に委託する。タイプは以下のとおり。

（その１）全国的に有名な特産品や大規模直売施設がある地域における海業
（その２）日々一定以上の水揚げがあり、釣り船（遊漁船業）も盛んで、有名観光地に近接して交通アクセスのよい

地域における海業
（その３）海洋レジャーと漁業が共存している地域における海業

・事業評価委員会（委員謝金、資料印刷費等） 445千円
モデル事業の効果を評価する経費。決算書、利用者アンケート、現地調査等により、モデル事業の費用対効果や他地

域への波及効果等を検証する。なお、モデル事業の評価にあたっては、事業実施現場におけるサービスの内容を確認す
る必要があるため、事業評価委員が直接現地調査を行う。

２ 海の魅力の掘り起こし事業
20,000千円

・本県の地域資源の抽出や、本県に適した海業企画の提案等の実施（委託料） 20,000千円
海業に活用できる本県水産業や海に関する魅力・ポテンシャル(地域資源)を抽出し、その有効性の検証を行うととも

に、その魅力・ポテンシャルを活かした本県に適した海業企画の提案、効果的なマッチングを行うための情報発信と
マッチングの手法を検討する。

また、かながわ海業モデル創出事業の実施経過及び結果の評価並びに資料作成等を行う。

令和６年度実施事業



海業推進事業のうちかながわ海業モデル創出事業（その１）

 実施体制

名称 役割

みうら漁業協同組合
• 共同体の代表者
• 事業の統括、経理担当、養殖担当、販売補助、体験補助を行う。

油壷観光企業組合 • 共同体の構成員として、販路拡大のための宣伝、販売、体験・見学の誘致を行う。

三浦市
• 共同体の構成員として、関係者調整、イベント連携、統括補助、経理補助、対外交渉補助、宣伝

補助を行う。

事業評価委員会
• 県において、委員５名に委嘱する。
• モデル事業の費用対効果や他地域への波及効果等を検証する。

神奈川県

三浦市
みうら

漁業協同組合
油壷観光
企業組合

みうら小網代オイスター共同体
（事業推進体制）委託契約

事業評価委員会

委嘱



海業推進事業のうちかながわ海業モデル創出事業（その２）

 実施体制

名称 役割

NPO法人江の島・フィッシャー
マンズ・プロジェクト

• 共同体の代表者
• 事業の統括、経理担当、

江の島片瀬漁業協同組合 • 共同体の構成員として、海藻養殖の管理を主に行う。

藤沢市 • 共同体の構成員として、漁港施設管理、関係者調整を主に行う。

事業評価委員会
• 県において、委員５名に委嘱する。
• モデル事業の費用対効果や他地域への波及効果等を検証する。

神奈川県

藤沢市

NPO法人江の
島・フィッ

シャーマンズ・
プロジェクト

江の島片瀬
漁業協同組合

ブルーカーボン江の島共同体
（事業推進体制）委託契約

事業評価委員会

委嘱



海業推進事業のうち海の魅力の掘り起こし事業

 実施体制

神奈川県

株式会社流通研究所

漁業関係者

水産系教育機関

委託契約

ヒアリング
アンケート調査

関連する県内のステークホルダー

企業

株式会社漁村計画

一部再委託

名称 役割

株式会社
流通研究所

• 事業計画の立案
• 報告書作成をはじめとする事業全体の管理
• 事業の運営

株式会社
漁村計画

• モデル事業の評価におけるアドバイザー

漁業関係者
• 地域資源（海業シーズ）の抽出のための調査

への協力

企業
• 地域資源（海業シーズ）の抽出のための調査

への協力

名称 役割

水産系
教育機関

• 地域資源（海業シーズ）の抽出のための調査へ
の協力

神奈川県民 • 海業の企画のためのアンケート調査への協力

神奈川県民


